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ウ ェ ブ サ イ ト で は 、  よ り 詳 し い 記 事 を ご 覧 い た だ け ま す 。

１ ９ ４ ９ 年 熊 毛 郡 上 関 町 生 ま れ 、 山 口 市 宮
野 在 住 。 県 職 員 を 定 年 退 職 し た 後 、 県 の 外
郭 団 体 に ６ 年 勤 務 。 宮 野 観 光 会 会 長 は ４ 期
７ 年 目 。 み や の 地 域 づ く り 協 議 会 の 文 化 ・
伝 統 部 会 長 も 務 め る 。 宮 野 盆 栽 会 会 長 で 、
日 本 盆 栽 協 会 県 央 支 部 に も 所 属 す る 。

8 6 3

宮 野 地 域 を 流 れ る 椹 野
川 で 河 川 美 化 活 動 を

5 5年

間 続 け て い る 「 宮 野 観 光会 」 が 、 日 本 河 川 協 会 から 今 年 の 河 川 功 労 者 表 彰を 受 け た 。 今 年 、 県 内 では 同 会 の み の 受 賞 だ 。
１ ９ ６ ９ 年 ８ 月 に 地 域

住 民 が 主 体 と な っ て 発 足し た 同 会 。 国 土 交 通 省 が定 め る ７ 月 の 河 川 愛 護 月間 に 合 わ せ て 毎 年 、 地 域内 を 流 れ る 約 ５ ・ ５ ㌔ の椹 野 川 を 町 内 会 ご と に 分担 し な が ら 約 １ ３ ０ ０ 人が 清 掃 に 取 り 組 ん で い

る 。 さ ら に 、 宮 野 小 と 協 働し て ホ タ ル の 飼 育 ・ 放 流 、ア ユ の 放 流 な ど を も 行 っ てい る 。
受 賞 の 喜 び の 反 面 、  「 温

暖 化 と 高 齢 化 が 進 む 中 、 特に 清 掃 活 動 に つ い て は 今後 、 ど の よ う に 継 続 し て いく か と い う 課 題 に も 直 面 して い る 。 時 代 に 応 じ た 形 を模 索 し な が ら 継 続 で き れば 」 と 話 す 。
趣 味 は 盆 栽 と 竹 細 工 。 ６

月 の 「 宮 野 ホ タ ル ま つ り 」で は 、 ホ タ ル か ご 作 り コ ーナ ー を 担 当 し て い る 。

今 いま

谷 たに

憲 けん

一 いち

さ ん

２ ０ ２ ４ 年 「 河 川 功 労 者 」 表彰 を 受 け た 宮 野 観 光 会 の 会 長

行 き ま し た

あ っ て も 、  「 ま あ 、 い い か 」  、 と 諦 め てし ま う 。 大 儀 な の で あ る 。 頭 も 身 体 も錆 び つ き な ま っ て い る 。
○ 日 、 朝 起 き る 。 何 も 考 え ず に 機 械

的 に 出 か け る 準 備 を 始 め る 。 錆 び つ くの が 嫌 な ら 出 か け ろ 、 と 唱 え な が ら 服を 着 る 。 靴 の 紐 を 結 び 玄 関 の 鍵 を か ける 。 ほ ら 、 で き た じ ゃ な い の 。  〝 カ ラー ズ ・ 自 然 の 色 の ふ し ぎ 展 〞  （ 北 九州 、 い の ち の た び 博 物 館 ） へ 。 Ｇ Ｏ

‼

駅 で 、 Ｊ Ｒ の 会 員 カ ー ド で 三 割 引 き
チ ケ ッ ト を 買 う 。 自 動 販 売 機 の 音 声 通り に キ ー を 押 す 。 う ま く い か な い 。 お

こ こ 十 年 ば か り 、 私 は 半
径 五 キ ロ の 世 界 で 生 き て いる 。 行 き た い と 思 う 場 所 が

客 様 、 手 帳 が 反 対 で す 。 な ん と か 買っ て 新 幹 線 に 乗 り 込 む 。 片 手 に コ ーヒ ー カ ッ プ 。 な ん か 優 雅 。 頭 に 涼 しい 風 が 吹 く 。 乗 り 換 え て 会 場 へ 。 道を 駅 員 に 聞 き 大 股 で 歩 く 。 身 体 に 血が ぐ る ぐ る 巡 る 。 館 内 の 説 明 は 掲 示の Ｑ Ｒ コ ー ド を 携 帯 電 話 に か ざ し て読 む 。 携 帯 電 話 が な い の で 直 接 展 示の 動 物 と 心 で 会 話 す る 。 食 べ 物 と 住む 地 域 と 繁 殖 の 時 期 等 に よ っ て 自 然界 の 生 き 物 は 色 を 変 え る 。 本 当 に 自然 は 良 く で き て い る 。 ホ ワ イ ト タ イガ ー の 剥 製 に 、 ジ ャ ン グ ル で 出 会 った ら 見 逃 し て ね 、 と 心 で 懇 願 す る 。駅 ビ ル の 回 転 寿 司 で パ ネ ル を 操 作 して 烏 賊 な ど 食 べ て 帰 還 。 で き た じ ゃな い の 。 す っ き り し た 。

客 席 の 通 路 で 歌 う 山 中 さ ん

0 6年 に は 同 大 会 で 第 １ 位
の 金 賞 に 。 全 国 大 会 で は銀 賞 に 輝 い た 。 中 学 ２ 年か ら は 声 楽 家 の モ チ ェ オ久 美 氏 に 師 事 し 、 本 格 的に 声 楽 を 勉 強 。 そ の 結果 、 県 学 生 音 楽 コ ン ク ール 独 唱 部 門 の 大 賞 を 、 高校 ３ 年 時 に 受 賞 し た 。

1 7年 の 東 京 芸 大 卒 業

後 、 宗 教 的 作 品 の ソ リ スト な ど 、 本 格 的 に 歌 手 活動 を 開 始 。 さ ら に 古 楽 アン サ ン ブ ル 「 エ ク ス ・ ノー ヴ ォ 」 の メ ン バ ー と して 、

2 2年

1 1月 の 舞 台 「 魂

と 肉 体 の 劇 」 で 「 肉 体 」役 を 演 じ る な ど 、 さ ま ざ

ま な 公 演 に 参 加 して い る 。
そ し て 、 プ ロ の

オ ペ ラ 歌 手 を 養 成す る 機 関 ・ 二 期 会オ ペ ラ 研 修 所 にも 、 東 京 芸 大 卒 業

山 口 市 出 身 の オ ペ ラ 歌
手 ・ 山 中 志 月 さ ん が こ のほ ど 帰 山 。 地 元 の 人 た ちに そ の 歌 声 を 披 露 し た 。

山 中 さ ん は 、 １ ９ ９ ４
年 山 口 市 吉 敷 生 ま れ 。 吉敷 幼 稚 園 、 良 城 小 、 鴻 南中 、 山 口 中 央 高 か ら 、 ２０ １ ３ 年 に 東 京 芸 大 声 楽科 へ と 進 学 し た 。

歌 を 始 め た き っ か け
は 、 小 学 ５ 年 の 時 に 良 城小 に 誕 生 し た 合 唱 団 に 入っ た こ と 。 同 合 唱 団 は 、結 成 か ら わ ず か １ ０ ０ 日余 り で Ｎ Ｈ Ｋ 全 国 学 校 音楽 コ ン ク ー ル 中 国 ブ ロ ック へ の 出 場 を 果 た し 、 翌

と と も に 入 所 。

2 0年 に 優

秀 賞 で 修 了 し 、 同 会 会 員に な っ た 。

2 3年 ７ 月 に

は 、 二 期 会 創 立

7 0周 年 記

念 公 演 「 椿 姫 」 の ジ ュ ゼッ ペ 役 と し て 、 二 期 会 本公 演 に も デ ビ ュ ー し た 。
山 中 さ ん は 、 ５ 日 か ら1 0日 ま で 山 口 市 に 滞 在 。

６ 日 夕 方 に は 、 湯 田 温
泉 の ユ ウ ベ ル ホ テ ル 松 政で の 「 イ ブ ニ ン グ コ ン サー ト 」 に 出 演 。 こ れ は 、山 口 高 校

6 6期 生 （ １ ９ ６

０ 年 卒 業 ） の

7 0回 目 と な

る 同 窓 会 に 合 わ せ て 企 画さ れ た も の 。

8 0歳 の

傘 さ ん

寿 じ ゅ

を ３ 年 前 に 迎 え た 彼 ら の「 最 後 の 同 窓 会 」 で 「 記念 に 歌 っ て も ら お う 」と 、 メ ン バ ー の 酒 井 輝 昭さ ん が 中 心 と な り 山 中 さん を 招 い た 。 そ し て 「 せっ か く の 機 会 な の で 、 われ わ れ 以 外 の 人 に も そ の歌 声 を 聞 い て も ら お う 」と 、 地 元 で 音 楽 に 親 し んで い る 人 た ち な ど 、 約

7 0

人 を 招 待 し た 。
会 場 の 約 １ １ ０ 人 を 前

に 山 中 さ ん は 、 軽 妙 な トー ク を は さ み つ つ 「 カ タリ ・ カ タ リ 」  、 映 画 「 ノッ テ ィ ン グ ヒ ル の 恋 人 」主 題 歌 「 Ｓ ｈ ｅ 」  、  「 小 さな 空 」  、 オ ペ レ ッ タ 「 微笑 み の 国 」 よ り 「 君 こ そわ が 心 の す べ て 」 を 、 山城 麻 衣 さ ん の ピ ア ノ 伴 奏で 歌 唱 。 ア ン コ ー ル では 、 イ タ リ ア ・ ナ ポ リ 民

謡 「 オ ー ・ ソ レ ・ ミ オ 」を 、 客 席 の 通 路 を 歩 き なが ら 披 露 し た 。
ト ー ク で は 、 山 口 や 東

京 で の 自 身 の 遍 歴 や 近 況を 報 告 す る と と も に 、 歌手 と し て の 活 動 は 「 他 者の 演 奏 を 聞 い て い て も 、命 を 削 り な が ら 生 身 で 出す 声 は 本 当 に す ご い と 思う 。 決 し て 敷 居 は 高 く ない の で 、 オ ペ ラ な ど 生 の演 奏 に 触 れ て 、 文 化 芸 術を 楽 し ん で い た だ け たら 」 と 呼 び か け た 。
そ し て ９ 日 昼 に は 、 か

め 福 オ ン プ レ イ ス で 開 かれ た 末 永 法 律 事 務 所 （ 山口 市 駅 通 り ） の 「 法 曹

6 0

周 年 記 念 祝 賀 会 」 に も 、ピ ア ノ の 山 城 さ ん と と もに 出 演 。 参 加 し た 約 ２ ５０ 人 に 、 そ の 歌 声 を 披 露し た 。
今 後 に つ い て 山 中 さ ん

は 「

3 0代 で も 若 手 、

4 0代

で 中 堅 と 呼 ば れ る オ ペ ラ歌 手 の 世 界 で 、 今 年

3 0歳

に な る わ た し は ま だ ま だ駆 け 出 し に す ぎ な い 。 まず は 、 自 分 自 身 が 人 生 を通 し て 音 楽 家 ・ 歌 手 で いら れ る こ と が 今 後 の 目標 。 誠 実 に 作 品 や 作 曲 家に 向 き 合 い つ つ 、 そ れ を現 代 的 な 感 性 で 実 演 し てい き た い 」 と 話 す 。

こ  の  ほ ど 帰 山 し 、  地 元 の 人 た ち に 歌 声 を 披 露

山 口 市 出 身 の オ ペ  ラ 歌 手  ・  山 中 志 月 さ ん
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と きと こ ろ料 金

Ｑ ．

皮 膚 科 領 域 で 新 し い

治 療 は あ り ま す か ？Ａ
．
従 来 、 皮 膚 科 の 治 療

は ス テ ロ イ ド を 塗 る こ とが メ イ ン で し た 。 現 在 もそ の 点 は あ ま り 変 わ り あり ま せ ん が 、 ア ト ピ ー 性皮 膚 炎 に 関 し て は 、 ２ ０１ ８ 年 に 生 物 学 的 製 剤（ デ ュ ピ ル マ ブ ） が 認 可さ れ 、 皮 膚 科 診 療 に 大 きな 影 響 を 与 え ま し た 。
デ ュ ピ ル マ ブ は イ ン タ

ー ロ イ キ ン （ 白 血 球 間 メッ セ ン ジ ャ ー ） ４ 、

1 7受

容 体 に 対 す る 抗 体 で す 。注 射 で あ る こ と か ら 、 誰に で も 投 与 出 来 る 薬 で はな い の で す が 、 重 大 な 副作 用 が 少 な い の に も 関 わら ず 効 果 が 大 き く 、 ア トピ ー 性 皮 膚 炎 治 療 を 変 えた と も 言 わ れ て い ま す 。現 在 で は ， そ の 他 に ト ラロ キ ヌ マ ブ や レ ブ リ キ ブマ ブ と い っ た 生 物 学 的 製剤 も 認 可 さ れ て い ま す 。
重 症 な ア ト ピ ー 性 皮 膚

炎 と 診 断 さ れ 、 少 し 高 価で あ っ て も 注 射 に よ る 治療 を 試 し て み た い 患 者 さん は 、 当 院 ま た は 、 お 近く の 皮 膚 科 に 相 談 し て みて 下 さ い 。
な お 、 生 物 学 的 製 剤 を

扱 っ て い な い 皮 膚 科 ク リニ ッ ク も あ る の で 、 事 前確 認 を 。

林

亜 矢 子

院 長

も み の 木 皮 ふ 科 ク リ ニ ッ クＴ Ｅ Ｌ ０ ８ ３

－

９ ７ ６

－

１ ２ １ ４

2 0 3 7

６ 月

2 5日  （ 火 ）

「 子 育 て ひ ろ ば 」  に お 越 し く だ さ い ♪

次 回 は

７
月

2 3日  （ 火 ）  開 催 予 定 で す ♪

６ 月

2 5日  （ 火 ）

1 0時

3 0分 ～

1 2時

3 0分

コ ミ ュ ニ テ ィ ー セ ン タ

ー

「 は ぁ も に ぃ ～ ♪ 」
（
新 山 口 駅 在 来 線 口

こ こ と 小 郡 店 前

）

１ 家 族 １ ０ ０ 円（ 保 険 料 な ど ）

ス タ ッ フ の 方 々 が 優 し
く 接 し て く れ た の で 、 子ど も と と も に 楽 し く 過 ごす こ と が で き ま し た 。 また 参 加 し た い で す 。 あ りが と う ご ざ い ま す 。（ ペ ン ネ ー ム

ま さ さ ん ）

ひ ろ ば 参 加 者 の 感 想
▲  コ ー  プ  や ま ぐ ち H P

▲I n st a gr a m

ほ  っ  と ひ と 息 で き る 場 所 で す
子 育 て ひ ろ ば の 日 程 や 様 子 は 、 コ ー プ や ま

ぐ ち の ホ ー ム ペ ー ジ で も チ ェ ッ ク で き ま す 。急 な 予 定 変 更 の 場 合 が ご ざ い ま す の で 、 あ らか じ め ご 確 認 く だ さ い ま す よ う お 願 い 申 し 上げ ま す 。
赤 ち ゃ ん ・ 未 就 学 児 の お 子 さ ん が お ら れ る

ご 家 族 な ら 誰 で も 参 加 で き る 、 親 子 の 出 会 いの 場 ・ ふ れ あ い の 場 。 基 本 的 に ノ ン プ ロ グ ラム で 、 の ん び り く つ ろ げ 、 自 由 に 過 ご せ る 空間 を 提 供 す る 場 で す 。
参 加 予 約 は 不 要 。 い つ 来 て い つ 帰 っ て も Ｏ

Ｋ 。 の ん び り し た い 方 も 、 お 友 だ ち を つ く りた い 方 も 、 ど う ぞ お 気 軽 に ご 利 用 く だ さ い 。

◆ お 問 い 合 わ せコ ー プ や ま ぐ ち 組 合 員 活 動 グ ル ー プ
０ １ ２ ０

－ ２ ７

－ ５ ５ ２ ０

（ 月 ～ 金

９ 時 ～

1 8時 ）

 １ 行 記 事 １ ６ 日 （ 日 ） 午 前 １ ０ 時 か ら 午 後 ３ 時 ま で 、 秋 吉 台 国 際 芸 術 村 で イ ベ ン ト 盛 り 沢 山 の 「 芸 術 村 フ ェ ス テ ィ バ ル 」 。 レ ス ト ラ ン 「 サ ン セ リ テ 」 の プ レ オ ー プ ン も 。
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ウ ェ ブ サ イ ト で は 、  よ り 詳 し い 記 事 を ご 覧 い た だ け ま す 。

ぶ ど う の 木 代 表　 　 　 　 　 　 　

中 村

佳 恵

昨 年 の 「 木 工 入 門 」 の 様 子

あ り が 歩 い て い る と 、 突
然 の 雨 。 少 し 先 に 小 さ な きの こ が 顔 を 出 し て い る の を見 つ け 、 そ の 下 で 雨 や ど りす る こ と に し ま し た 。

雨 は 次 第 に 激 し く な り 、
ち ょ う ち ょ う 、 ね ず み 、 すず め が 「 入 れ て お く れ 」 とや っ て き ま し た 。

み ん な で 一 緒 に き の こ の
下 に お さ ま ろ う と 工 夫 し あっ て い る 様 子 は 、 コ マ わ りの 絵 で 描 か れ て い て 、 何 とも ユ ー モ ラ ス 。 動 物 た ち のに ぎ や か な お し ゃ べ り が 聞こ え て き そ う で す 。

そ の う ち に 、 き つ ね に 追
わ れ た う さ ぎ が 助 け を 求 めて や っ て き ま し た 。 き つ ねは 、 に お い が す る ぞ 、 と あ

み ん な は き の こ の 下 か ら 出て き ま し た 。 で も 、 ど う して あ ん な 狭 い と こ ろ に み んな で 入 れ た ん だ ろ う ？

あ

り は 不 思 議 で な り ま せ ん 。
そ れ を 見 て 笑 っ た の は 、

雨 の 日 の こ と な ら よ く 知 って い る あ お が え る 。「 あ め の ひ の

き の こ に 、

な に が

お こ る か ？

お ま

え た ち は

し ら ん の か ね 」

― そ う 、 雨 の 日 、 き の こ は大 き く 大 き く な る の で す ！ や し み な が ら も う さ ぎ を 見つ け る こ と が で き ず 、 結 局あ き ら め て 行 っ て し ま い まし た 。
し ば ら く し て 雨 は や み 、

偕 成 社
再 話 ： ミ ラ ・ ギ ン ズ バ ー グ
訳 ： く り や が わ 　 け い こ
絵 ： ア ル エ ー ゴ と デ ュ ー イ

あ め の ひ 
き の こ は …
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２ ０ ０ １ 年 に 発 足 し
た 、 市 民 手 作 り の 「 や まぐ ち 街 な か 大 学 」 が 、
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年 度 前 期 講 座 を 開 講 中 。カ リ キ ュ ラ ム に は 、 ① ゼミ ② 研 究 会 ③ 講 座 ④ イ ベン ト ⑤ 特 別 講 座 の ５ ジ ャン ル が あ る 。 テ ー マ （ 名称 ）  ・ 内 容 ・ 講 師 （ 学 級委 員 ・ コ ー デ ィ ネ ー ター ）  ・ 次 回 開 催 日 時 ・ 会場 は 次 の 通 り 。
① ゼ ミ ＝ 「 ま ち の 未

来 ・ イ メ ー ジ 工 房 」  ・ 広井 良 典 著 「 商 店 街 の 復 権

－

歩 い て 楽 し め る コ ミ ュ
ニ テ ィ 空 間 」  （ ち く ま 新書 ） を テ キ ス ト に 、 山 口の 未 来 を 考 え る ・ 前 田 哲男 県 立 大 名 誉 教 授 ・ ７ 月

（ 開 催 日 時 未 定 ）  ・ 小 郡 地域 交 流 セ ン タ ー （ 山 口 市小 郡 下 郷 ）
② 研 究 会 ＝ 「 家 族 学 研

究 会 」  ・ 子 育 て 人 生 の 悩み を 語 り 、 皆 で 考 え る ・宮 成 眞 澄 さ ん ・ ６ 月 （ 開催 日 時 未 定 ）  ・ 大 殿 地 域交 流 セ ン タ ー （ 山 口 市 大殿 大 路 ） ▽ 「 シ ベ リ ア ・シ リ ー ズ 研 究 会 」  ・ 画 家 ・香 月 泰 男 を 丁 寧 に 読 み 解き な が ら 、 平 和 な 日 常 の大 切 さ な ど を 考 え る ・ 藤川 哲 山 口 大 人 文 学 部 教授 ・

3 0日  （ 日 ）  午 前

1 0時 〜

1 1時 半 ・ 山 口 ふ る さ と 伝
承 総 合 セ ン タ ー （ 山 口 市下 竪 小 路 ） ▽ 「 シ ニ ア 生活 の 整 理 を 考 え る 勉 強会 」  ・ 整 理 や 片 づ け を 通じ て 家 内 外 の 安 全 環 境 など を 考 え る ・ 矢 吹 信 子 さん と 湯 上 み ど り さ ん ・ ７月 ７ 日  （ 日 ）  午 前 ９ 時 半 〜

1 1時 半 ・ 小 郡 地 域 交 流 セ
ン タ ー ▽ 「 街 づ く り の森 」  ・ 参 加 者 の 「 実 現 した い こ と 」 に 向 け て 活 動す る ・ 末 永 光 正 さ ん ・

2 1

日  （ 金 ）  午 後 ６ 時 〜 ８ 時 ・山 口 県 民 活 動 支 援 セ ン ター （ 山 口 市 神 田 町 １ ） ▽「 メ タ バ ー ス ・ ３ Ｄ デ ータ 活 用 研 究 会 」  ・ 革 新 的な テ ク ノ ロ ジ ー を 学 ぶ ・野 村 康 夫 さ ん ・ ７ 月

1 3日

（ 土 ）  午 後 １ 時 半 〜 ３ 時半 ・ 山 口 ふ る さ と 伝 承 総
合 セ ン タ ー

③ 講 座 ＝ 「 森 の 学 校
〜 教 室 が 森 、 森 が 教室 」  ・ 食 と 文 化 の 継 承等 、 次 世 代 に 繋 げ る 講座 ・ 浅 川 亜 紀 さ ん と 南月 う さ ぎ さ ん ・

2 3日

（ 日 ）  午 後 １ 時 〜 ４ 時 ・大 殿 地 域 交 流 セ ン タ ー▽ 「 ク ラ フ ト で 山 口 の

地 域 を つ な ぐ 『 つ む ぎ プロ ジ ェ ク ト 』  」  ・ 蛍 か ご 、ヒ ン メ リ 、 ト イ ト イ 、 しめ 縄 を つ く る ・ つ む ぎ ラボ ・ ７ 月

2 5日  （ 木 ）  午 前

1 0

時 〜 正 午 ・ 山 口 ふ る さ と伝 承 総 合 セ ン タ ー ▽ 「 スマ ホ ・ タ ブ レ ッ ト 講 座 」  ・使 い 方 を 学 ぶ 初 心 者 向 け講 座 ・ 山 口 ま ち づ く り セン タ ー 理 事 の 熊 谷 龍 夫 さん ・ ７ 月

2 7日  （ 土 ）  午 前

1 0

時 〜 正 午 ・ 山 口 ふ る さ と伝 承 総 合 セ ン タ ー ▽「  『 こ う じ 』  『 発 酵 』 っ て何 だ ろ う ？ 」  ・  「 こ う じ 」「 発 酵 」 に つ い て わ か りや す く 解 説 ・ や ま ぐ ち 発酵 文 化 研 究 所 の 柏 木 亨 代表 ・

1 5日  （ 土 ）  午 後 １ 時 半

〜 ３ 時 ・ 山 口 市 菜 香 亭（ 山 口 市 天 花 １ ）

④ イ ベ ン ト ＝ 「 ま ち の
音 楽 室 」  ・ Ｃ Ｄ 音 源 を 活用 し 、 世 界 最 高 峰 の 名 演奏 を 楽 し む ・ 西 園 尚 司 さん ・ ８ 月

2 4日  （ 土 ）  午 後 ７

時 〜 ９ 時

1 0分 ・ 山 口 市 菜

香 亭 ▽ 「 木 工 入 門 」  ・ 初心 者 を 対 象 に 、 実 習 を 通し て 一 般 的 な 木 工 具 の 使用 方 法 な ら び に 加 工 技 法を わ か り や す く 説 明 ・ 山口 大 教 育 学 部 の 岡 村 吉 永教 授 ・

1 1月 ２ 日  （ 土 ）  午 前

８ 時 半 〜 午 後 １ 時 ・ 山 口大 吉 田 キ ャ ン パ ス ▽ 「 こど も と ア ー ト 」  ・ 幼 児 から 小 学 校 低 学 年 ま で の 子ど も と そ の 保 護 者 を 対 象

に 、 国 内 外 ア ー ト 作 品 を通 じ て 遊 び な が ら 学 ぶ ・現 代 美 術 作 家 の 鈴 木 啓 二朗 さ ん ・ ７ 月

2 7日  （ 土 ）  午

前

1 0時 〜

1 1時 半 ・ 未 定

最 新 情 報 や 申 し 込 み 方
法 な ど の 詳 細 は 、 ウ ェ ブサイト （

https://ido
m.

jp/ ） を 参 照 の こ と 。 問 い

合 わ せ は 同 事 務 局 （

０

８ ０

－

５ ２ ３ ８

－

３ ３ ９

８ ） へ 。

次 回 は 6 月 1 9 日 掲 載

︻ わ か ば 展 ︼

柴 山 流 山 口

支 部 花 展 ・ 無 料 ６ 月

2 2日

（ 土 ）  ・

2 3日  （ 日 ）  に Ｃ ・ Ｓ

赤 れ ん が で 。 柴 山 流 は 自然 の 枝 ぶ り を 活 か し た 侘び 、 寂 び の 感 じ ら れ る 文人 花 で す 。 お 気 軽 に お 越し く だ さ い 。山 口 井 筒 屋
［ ５ 階 ］ 今 週 の 催 し 案 内

︻ 美 術 ギ ャ ラ リ ー ︼ ~

1 7

日  ︵ 月 ︶  :

２ ０ ２ ４

創 作

６ 人 展

催
　 　

し

「 や ま ぐ ち 街 な か 大 学 」
２ ０ ２ ４ 年 度 前 期 講 座 を 開 講

 １ 行 記 事 今 年 １ 月 か ら ５ 月 末 ま で の 山 口 市 の 人 身 交 通 事 故 は 、 発 生 １ ０ ７ 件 、 死 者 数 ２ 人 、 負 傷 者 数 １ ２ ０ 人 。 そ れ ぞ れ 前 年 よ り 、 ２ １ 件 減 、 １ 人 増 、 ２ ８ 人 減 だ っ た 。



2 0 2 4 年 （ 令 和 ６ 年 ） ６ 月 １ ２ 日 ㈬ 　 ４サ ン デ ー 山 口サ ン デ  ー 山 口 は 、  山 口 市  ・  美 祢 市  ・  宇 部 市  （  一  部 ）  ・  防 府 市  （  一  部 ）  で の 新 聞 折 り 込 み と 各 所  へ  の 設 置 で 、  み な さ ま に お 届 け し て  い  ま す 。  紙 面 に 載 り 切 ら な  い 情 報 は ウ  ェ  ブ サ イ ト に 掲 載 し て  い  ま す 。  ぜ ひ ご 覧 く だ さ  い 。


